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「書くことは教えること」要点ガイド
代表 赤めがね先生

💡 記述力の根本改善：「書く＝未来の自分や採点者に教えること」と意識を変える！

1. なぜ「書く＝教える」なのか？

授業中のメモ： 「未来の自分（テスト直前の自分）」に解き方を教えるために残す。

記述問題の答案： 「採点者の先生」に自分の思考プロセスを教えるために書く。

「正解を書く」と思うと身構えますが、「優しく教えてあげよう」と意識を変えると言葉が
自然に出てきます。

2. 復習で差がつく「未来の自分に教える」メモ術

1. 「矢印（→）」で因果関係を残す： 原因と結果を一目でわかるように整理する。

2. 「なぜ？」の理由を一言残す： 「※主人公の勘違い」など気付きを添える。

3. 色は2色（赤・青）まで： 色分けを作業にせず、間違い（赤）とルール（青）に絞る。

3. 家庭でできる「対話型」記述トレーニング

💬 声かけ・問いかけの例

親： 「主人公が泣いちゃった理由、採点者の先生に教えてあげるつもりで言ってみて？」

子： 「お母さんの手紙で、自分の努力を認めてもらえて嬉しかったから！」

親： 「すごく分かりやすい！今の言葉をそのまま書いてみよう。」

「早く書きなさい！」ではなく、共感と問いかけで頭の中の整理を手伝う。

教える順序： 結論（気持ちの核） ➔ 理由・きっかけ ➔ 結び（〜だから。）

4. 本日のまとめメッセージ

国語は暗記やセンスではなく、自分の考えを言葉にして人に伝える温かい学びです。「先生に
教えてあげるつもりで一言書いてみよう」という言葉かけから始めてみてください。
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